
 

「道の駅」を利用したかほく市の魅力発信プロジェクト 

―「安心・安全・健康」の地元特産品の創出― 
 

指導教員：石川県立看護大学看護学部 准教授 垣花 渉 

参加学生：荻野公明・松本美鈴・渡辺達也,ほか 6 名 

1．調査研究成果の要約 

 「安心・安全・健康」の地元特産品の創出を通じて「道の駅高松」を活性化させるため,将来地域の

保健や福祉の中核を担う看護大生は地域住民と連携して,道の駅の実態調査とともに, 道の駅へ人を呼

び込むためのスイーツを開発して販売した。その結果, 地場農産物のヘルシーなスイーツは道の駅へ観

光客を呼び込める可能性が高いことを明らかにした。今後の課題は,特産品を売り出すための地域連携

の仕組みを整えることであった。

2．調査研究の目的 

(1)調査研究の背景 

かほく市は,上山田貝塚や大海西山遺跡を代表とする縄文・弥生集落跡の「歴史」,哲学の西田幾多郎,

川柳の鶴彬,飛行家の東善作等の偉人を輩出した「文化」,果実,農作物,味噌,押し寿司等の「食」の豊

かな地域資源を有している。しかしながら,このような地域資源は必ずしも有効活用されていないため,

かほく市の知名度・認知度は決して高くはない。

 そのため,県立看護大学はかほく市商工会, JA石川かほく, NPO法人クラブパレット等の地域団体と連

携して,市内の地域資源を来訪者に体験いただくことを通じて交流人口の拡大を図っている。私たちゼ

ミでは, 2008 年度から地域課題研究ゼミナール支援事業を活かし,名所や旧跡,遊びや癒しの拠点,食を

堪能する店等を巡る「かほく市ウォーキングツアー」や,スポーツ,文化・歴史,地場産業,農業・食等の

地域資源を来訪者が体験しながら住民と交流を図る「かほく自然塾」を試行している。併せて,手軽で

ヘルシーな地場産物の料理を県内の食イベントで売り出している。これらの取組を通じて,私たちゼミ

では「健康」をキーワードに来訪者と住民の交流を図ることがかほく市の活性化に不可欠であることを

提起している。

 (2) 調査研究の目的及び達成目標 

私たちゼミは,かほく市商工会よりこれまでの実績をふまえて以下の課題解決への取組を依頼された。

「平成 25 年 4 月に能登海浜道路の無料化に伴い交通量の倍増が予想される。人と人の交流拠点である

道の駅の活用方法を提案頂きたい。そのためには,道の駅が持つ 3 つの機能（休憩,情報発信,地域連携）

を検証するとともに,かほく市らしい個性ある道の駅を提案頂きたい。」 

したがって,私たちゼミは以下に示すような調査研究の目的と今年度の達成目標を設定した。 

 

目的：「安心・安全・健康」の地元特産品の創出を通じて道の駅を活性化すること 
達成目標：  
１．道の駅の利用に関する実態調査 
２．地元特産物を活かしたスイーツの創作 
３．地元住民を道の駅に呼び込むイベントの立案 

 
 

ばについて知らないと本当の産地とは言えないからである。地域に住む人たちが鳥越のそばの味を知

り，好きになることによって地域に愛着がわき，さまざまな面で鳥越のそばを応援してくれると思う。

地産地消によって内側からそばを盛り上げていくことによって，初めて外へと発信出来るのではない

だろうか。自信を持って地域の味と言えるならば，外からその味を求めて大勢の人が訪れると思う。

 そうした意味から地域のそば処との連携も大事なことといえる。鳥越地域には美味しいそば処が数

多くあるが，もっと地域と連携していく必要があると思う。本来，地域のそば処であるならば 100％
鳥越産のそば粉を使うべきだと思うが，現状ではそのようにはなっていない。地産地消を推進するた

めにも，農家はそばの品質を向上させ，その上で，そば処と連携することができれば，鳥越の産地と

しての知名度は格段に上がると思う。

⑥そば花まつりの積極的な PR とそば花の活用 

現状ではまつりの宣伝が不足しているため，効果的な媒体を探し出し積極的に広報するなどの改善

が必要である。そのひとつとして，にわか工房や白山市のホームページに大々的に宣伝を掲載するこ

とがあげられる。ホームページであれば，他の媒体に比べて宣伝費が安く現実的である。また，イン

ターネットは若者が触れる機会が多いため，客層の若返りを図って新たな顧客を確保することができ，

活性化につながる可能性がある。

 次に，アンケートの自由記入欄の中にはそば花まつりという名前であるにもかかわらず，そば花が

活かしきれていないという意見があった。これに関しては，そば花畑に向かってベンチをたくさん並

べることや，写真コンテストを行うことが改善策として挙げられる。早生･中手･晩生と多様な品種を

会場周辺に計画的に栽培すれば，そば花を長期にわたって観賞することができる。

⑦出店のそばの価格と味の向上 

 新そばまつりの来場者は 6 店舗もの出店があるのに複数の店舗のそばを利用していない。これは価

格に不満を感じたり，量的に何杯も食べることができないためであると考えられる。この点に関して

は，そばの量を少なくし価格も下げるべきである。また，全店共通の 1000 円でそば 3 杯を購入でき

る券などを販売し，複数店舗を利用して食べ比べができる方法もよいと考える。

 年輩の来場者の中には味に不満を感じる人がいることがわかった。このことに関しては，地域のそ

ば処が出店し，競い合うことが最もよいと考えた。プロの味を求めて多くの客が訪れるなど，相乗効

果も得られるはずである。また，店の宣伝にもなり年間を通じて各店の来客数が増えるであろう。

⑧そばやそば花を用いた加工品の開発と展示販売 
 そばまつりでは出店のそばを味わえるだけでなく、そばやそば花を用いた加工品を展示販売してほ

しいという声も聞かれた。加工品の開発はそば栽培農家や婦人会、企業等との連携の元に進めれば地

域全体の取組としてモチベーションの向上にもつながる。

 最後に，現在の会場(道の駅・一向一揆の里)では用地が不足し，テントや駐車スペースが足りない

という意見が多かった。そのため，会場および駐車スペースが十分に確保できる場所に，まつり会場

を移すことも検討すべきであろう。

６．調査研究の自己評価 

 今回の調査を通して，ヒアリングでは鳥越のそばには古くからの歴史があることを知った。また，

アンケート調査によって，地域の農家の方々のそばへの関心や期待が高く，そばまつりにも大変な活

気が感じられた。今後は｢農家・行政・JA・地域住民・そば処｣これらが手を取り合って，鳥越地域に

おけるそば栽培の将来の方向性をきちんと決めていく必要があると思う。 
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図 4.「道の駅活性化」に集う産学官の連携 

図 3. さつまいも餡の創作の様子 

ž 素材,味,彩りなど焦点を当てる項目を明確にすること。例

えば,素材であれば健康によいモノを使うのか,または珍し

い食材を使うのかなど創作の目的に応じて食材を吟味する

ことが重要である。 

ž どこにでもある和菓子は売れない。人の印象に残る和菓子

を創作することは売れ行きにつながる。 

ž 売れない和菓子を作った場合,売れなかった理由を充分考

える。消費者の意見に真摯に耳を傾けることは大切である。

特に,満足でない回答の理由を聞き出すことは売れる和菓

子を作るヒントになる。 

ž 原価計算（食材費＋利益＝原価）をしっかり行い製品化の行程を明確にする。 

調査に基づいて,さつまいも,かぼちゃ,ぶどう等の味・色・食感を活かしたスイーツの開発に取り組

んだ（図 3）。課外活動の時間を使って試作を繰り返し,管理栄養士の助言を受けて完成度を高めた。

(3) 地元住民を道の駅に呼び込むイベントの立案 

道の駅の集客数を増やすためには,地元住民の理

解と協力は不可欠である。しかし,「道の駅高松」

は有料道路沿いの郊外にあるため住民はほとんど

訪れない。このような場所に住民を呼び込むために

は,地元の大学と農や商の団体とが連携して,「道の

駅高松」を地元全体で応援する「おらが道の駅」構

想が重要となる（図 4）。

私たちゼミは,市商工会と「道の駅高松」に働き

かけ,地場の農作物を使った料理やスイーツの創

作・販売を通じて,地元住民が道の駅を訪れるきっ

かけを作る「特産品市」の開催を提案した（図 5）。

かほく市では,産学官連携による地域イベントの開催

は初めてであった。そのため,事前に会議を重ねて話

しあい,役割分担を明確にして各々が「Win-Win」の関

係になるよう組織を構築した。その結果,表 1 に示す

ように,開催事項を決定した。 

 

 

図 5. キックオフを報ずる新聞 

  （北國新聞 7 月 9 日朝刊） 

表 1. 地域イベントの開催事項 

項目 決定事項 理由

目的 特産品市の開催
市民向け「かほくの魅力
再発掘」

日時
9月23日（金・祝）9～12
時

季節のよい行楽シーズ
ン、祭り等の地域行事が
比較的少ない

場所
道の駅高松レストハウス
上り線

下り線に比べて市民は
アクセスが楽

価格 通常の3割安
まずは、商品を知ってい
ただく

　演出 市のゆるキャラ出演 主に子どもを呼び込む

 

図 1. 調査用紙（上）と調査の様子（下） 

3．調査研究の内容 

(1) 道の駅の利用に関する実態調査 

調査の目的を,道の駅の立地条件がその利用に及ぼす影響を

明らかにすることとした。「道の駅高松」は能登有料道路沿い

にあるため,高速道路のサービスエリアと類似した機能（通過

客の休憩所）を有するものと仮説を立てた。これに対して,観

光の名所や施設に隣接する道の駅または中心市街地や郊外に

ある道の駅は,通過客の休憩所とは異なる機能を有するものと

推察された。そのため,「道の駅高松」の利用の属性や目的等

に関する聞き取り調査を行うとともに,立地条件の異なる中心

市街地にある「ころ柿の里しか」,観光地に隣接する「千枚田

ポケットパーク」,中心市街地と観光地を併せ持つ「海鮮館」

等の道の駅と比較した。調査時期を,道の駅の集客数が最も多

いお盆シーズン（8 月 14 日～16 日）とした。

8 月 14 日 13 時から 15 時に「道の駅高松」へ,15 日 9 時から

11 時に「ころ柿の里しか」へ,15 日 12 時から 14 時に「千枚田

ポケットパーク」へ,16 日 10 時から 12 時に「海鮮館」へ出向

いた。学生 6 名は,図 1 に示すように,調査内容を記したアンケ

ート用紙を持って道の駅の来客者へ聞き取り調査を行った。1

回の調査時間を 3 分程度とし,できる限り多くの意見を伺うと

ともに来客者の邪魔にならないことを心かげた。併せて,学生 1

名は道の駅のオーナーに対して,①集客数を上げるための工夫,

②自慢できる点,③将来の経営目標についてインタビューを行

った。

 (2) 地元特産物を活かしたスイーツの創作 

 かほく市は,ぶどう,柿,さつまいも,長いも,大根を市の特産物としているが,それらの知名度は必ず

しも高くない。私たちゼミは,これまでかほく市の農作物に付加価値をつけることを目指し,さまざまな

料理を考案している。一方,石川県は県民一人当たりの和菓子やアイスクリームの消費量が全国 1 位で

ある。そこで,地場の農作物を活かしたヘルシーなスイーツを創作し,「健康な町」をキャッチフレーズ

にするかほく市のイメージアップにつなげることを目指した。   

 まず,県内の和菓子にまつわる文化や歴史の文献学習を行った。

ž 歴代前田家藩主が茶道文化を推奨したことが石川の和菓子

文化の礎を築いた。 

ž 湿気の多い石川県特有の気候条件が和菓子の味（砂糖を多く

使った甘み）を作った。 

ž 石川県は浄土真宗の信仰者が多く法事が盛んに行われたた

め、和菓子は庶民の文化に広く根付いた。   

 次に,地産地消の和菓子創作で知られる小松市の山上福寿堂

へ訪問し、ヘルシーなスイーツを創作したい旨を伝え,和菓子創

作の重要な視点を教示いただいた（図 2）。 

図 2. 和菓子職人への聞き取りの様子 
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ある。そこで,地場の農作物を活かしたヘルシーなスイーツを創作し,「健康な町」をキャッチフレーズ

にするかほく市のイメージアップにつなげることを目指した。   

 まず,県内の和菓子にまつわる文化や歴史の文献学習を行った。

ž 歴代前田家藩主が茶道文化を推奨したことが石川の和菓子

文化の礎を築いた。 

ž 湿気の多い石川県特有の気候条件が和菓子の味（砂糖を多く

使った甘み）を作った。 

ž 石川県は浄土真宗の信仰者が多く法事が盛んに行われたた

め、和菓子は庶民の文化に広く根付いた。   

 次に,地産地消の和菓子創作で知られる小松市の山上福寿堂

へ訪問し、ヘルシーなスイーツを創作したい旨を伝え,和菓子創

作の重要な視点を教示いただいた（図 2）。 

図 2. 和菓子職人への聞き取りの様子 
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(1) 道の駅の利用に関する実態調査 

 道の駅の利用目的については,図 6 に示すように,立

地条件が異なると目的は変化した。有料道路沿いの「道

の駅高松」は,休憩の目的が最も多かった。これに対し

て、志賀町の市街地にある「ころ柿の里しか」では買

い物が,観光地千枚田に隣接する「千枚田ポケットパー

ク」では観光の利用目的が最も多かった。氷見市の市

街地と観光地を併せ持つ「海鮮館」では観光と休憩の

割合が多かった。

 利用目的の相違に伴って,道の駅での購入品目は異

なった。休憩の目的が高い「道の駅高松」は,飲料水と

ともに購入なしの割合が多かった。これに対して,「こ

ろ柿の里しか」では農作物が,「氷見海鮮館」では土産

物の割合が多かった。観光の目的が高い「千枚田ポケ

ットパーク」では購入品はほとんどなかった。

 利用頻度については,年 2 回以上訪れる者が「道の駅

高松」と「ころ柿の里しか」は 5 割を越えたが,「千枚

田ポケットパーク」では 1 割以下であった。 

 以上より,道の駅の立地条件が異なると利用者のニ

ーズは変化することから,道の駅の差別化を図るビジ

ョンを持つことが必要であるものと推察された。

(2) 地元特産物を活かしたスイーツの創作 

 創作したスイーツは「高松の夕日ゼリー」,「かぼち

ゃ入りピーチスープ」,「かぼちゃとさつまいもの串団

子」であった。スイーツについて広く意見を伺うため,

「森のアートフェスタ」（石川県県央農林事務所主催,9

月 10 日）で試食会を開催した。その結果,「かぼちゃ

入りピーチスープ」は女性に人気が高いことがわかっ

た。併せて,図 7 に示すように,このようなスイーツの販路拡大を図るため,大学のホームページを通じ

てレシピを公開した。

(3) 地元住民を道の駅に呼び込むイベントの立案 

 平成 23 年 9 月 23 日（金・祝）に「かほくまいもん市」を「道の駅

高松」で開催するとともに,以下の広報活動を行った（図 8）。

ž 金沢ケーブルテレビネット・まちスタ 530「いまドキっ！ベスト５」 

ž かほく市ケーブルテレビ（ニュース情報） 

ž 北國新聞（9 月 20 日朝刊） 

ž 市内のスーパー,公民館、保育園,図書館にポスター掲示 

 図 8. イベント開催を報ずる新聞 

（北國新聞 9 月 20 日朝刊） 

図 7. 創作したスイーツのレシピ 

 

4．調査研究の成果 

                            

 

図 6. 道の駅の利用目的及び購入品の比較 
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イベント当日は,大学がスイーツ,商工会が和菓子,高松レス

トハウスが蕎麦のブースをそれぞれ構えた。天候にも恵まれ,

開店前から 10 名程度の集客があった。かほく市長や看護大学学

長も応援にかけつけた。観光客の客足は順調であったのに対し

て市民の客足はあまり伸びなかった。３時間の集客数は,看護大

学のブースでは 69 名であり,売上げ数はぶどうゼリーは 26 品,

団子は 30 品（完売）,スープは 23 品であった。

5．調査研究に基づく提言 
 道の駅の実態調査の結果,「道の駅高松」は高速道路のサービスエリアと類似した「通過客の休憩所」

の機能を有していることが明らかになった。道の駅の機能は,「休憩」とともに「情報発信」と「地域

連携」であるため,「道の駅高松」に人のに

ぎわいをもたらすためには,「情報発信」と

「地域連携」も視野に入れた事業を今後展

開する必要があると考えられる。

具体的には,農産物の直売または郷土の伝

統食や伝統菓子の販売を提案したい。そこに

は地域の人々が登場し,道の駅に停泊する

人々との交流が始まるからである。道の駅の

活性化に関する研究では,農産物直売所に出

荷することを通じて生産者のやる気が増し

たことや,道の駅のレストランで郷土食を提

供することによって農村で新たな事業が進

められたこと等が報告されている１）。一方,

農村や中山間地域の活性化を促すものとして,「農産物直売所」,「農産物加工」,「農家レストラン」の 3

点セットが近年注目されている。幹線道路沿いの交通の利便性に優れた「道の駅高松」においても,このよ

うな3点をそろえて事業の活性化を図れる可能性があるものと推察される。そのためには,図 10に示すよう

に,道の駅を中心に,地場産物を生産する農家,それを活かした加工品を創作する大学,創作加工品の製造に

関わる製造・加工業者,加工品の流通・販売を行う小売店,店舗の開設や宅配を行うJA,お金がまわる仕組み

を整える商工会,そして消費者がチームを作り,「おらが道の駅高松」の応援体制を整えるという「地域連携」

を構築することが重要となる。さらには,このような連携団体がメディアやマスコミを通じて,住民,観光客,

観光業者,企業を「道の駅高松」へ呼び込み交流を促す「情報発信」も重要となる。私たちゼミでは,このよ

うなプロジェクトを通じて,地域社会の「人と人のつながり」の再生を図りたいと考えている。

6．調査研究の自己評価 
今年度の達成目標の３つをほぼ達成した。 

参考文献・資料 
大西達也：地域の食材にこだわる地域産業の拠点「道の駅むなかた」.地域開発, 558, 42-47, 2011. 

図 9. 看護大ブースでの販売  

図 10. 道の駅活性化による「人と人とつながり」の模式図 
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   －園芸･福祉活動について生理学的変化を追及し，その評価･分析と現地実践活動－ 
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ｵﾌﾞｻﾞ-ﾊﾞ-  金沢大学医薬保健研究域附属健康増進科学センタ- 研究員 粟 正治 

       

1. 調査研究成果要約 

 通所リハビリテーションに通う高齢者の園芸活動に着目し，血圧，脈拍，前額部皮膚温度，

血中酸素飽和度，気分プロフィール検査（日本語版 Profile of Mood States ：POMS（図１）

を実施した．園芸活動は３回実施した．活動中は生理的変化がみられ，血圧，心拍数の増大

が確認された．感情プロフィールにおいて「活気」の項目が初回では高く，回数を追うごと

に低下がみられた．高齢者における園芸活動は身体的および精神活動を活性化されることが

示唆された． 

 

2. 調査研究の目的 

園芸活動は高齢者にとってなじみ深い活動の一つであるが，高齢や疾患による障害により

その活動の自発性は制限される傾向にある．活動の制限因子は高齢による身体運動制限や疾

患による運動麻痺，そしてそれに伴う転倒の危険防止等による．しかし，培われた技能を生

かし地域や人と関わることは地域の歴史や伝統を継承するとともに活動する高齢者自身に

とっても有益なことと考える． 

調査の目的は，高齢者が園芸活動に参加した場合，活動中の身体的変化を捉え，リスク管

理の観点から考察することである．さらに園芸活動が心理的に及ぼす影響を把握し，身体的

および心理的な効果を明らかにすることである． 

 

3. 調査研究の内容 

本調査の骨子は，活動制限のある高齢者が屋外で園芸活動をできるか検討するのではな

く，実際に個々人に合わせた活動方法で実践し，生理学的変化を計測し，園芸活動がもたら

す影響に着目することにある． 

調査研究方法として，園芸活動に参加する高齢者が通うデイサービスの職員による検討に

おいて，個々人の活動方法（例：椅子座位を利用した土起こし，苗の植え付け等） 

が検討されたうえで（図２）血圧，脈拍，血中酸素飽和度，前額部皮膚温度の計測を実施し

た．計測は活動前安静時，活動中および活動後安静時に実施した．また，活動に伴う気分の

変化を調査するため「感情プロフィール検査（日本語版 Profile of Mood States ：POMS）」

を用いた（表 1）． 
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